
 
令和８年 10 月４日 

国土交通省関東地方整備局 

統括防災グループ・河川部 

 

酒々井町開運団地周辺の浸水解消に向けて国の支援を強化します 

〜明日から土砂災害専門家による調査等を開始し、住宅地の早期の浸水解消を目指します〜 

 令和８年台風第 25 号の影響により、酒々井町開運団地周辺では、盛土の崩落に伴う土砂等

により、馬橋川（まばしがわ）が閉塞し、浸水が発生していることから、関東地方整備局は 9

月 24 日から TEC-FORCE（緊急災害対策派遣隊）を派遣し、千葉県、酒々井町の技術的支援、

ドローンによる調査、排水活動を続けております。 

本日、千葉県及び酒々井町からの追加の支援要請を受け、TEC-FORCE の追加派遣を決定し、

調査、復旧に関わる技術的な支援並びに排水活動をさらに強化します。 

１． 支援要請（追加） 

令和８年１0月 4日、千葉県及び酒々井町（しすいまち）から関東地方整備局に対し、長期

にわたり浸水が継続している酒々井町開運団地〔印旛郡酒々井町馬橋地先〕において、浸水並

びに馬橋川（まばしがわ)の河道閉塞の早期解消を図るため、調査、復旧に関わる技術的支援

及び排水活動について、支援強化の要請がありました。 

 

２． TEC-FORCE による活動 

関東地方整備局は、千葉県及び酒々井町（しすいまち）からの支援要請を受け、明日から国

土技術政策総合研究所の土砂災害専門家を含む TEC-FORCE（緊急災害対策派遣隊）を追加で

派遣し、一般社団法人日本建設業連合会とともに、開運団地付近の浸水及び馬橋川（まばしが

わ）の河道閉塞の解消に向け、技術的な支援、排水活動に関する支援の強化を図ります。 

 

◎報道関係の皆様へ 

5 日 15 時頃から酒々井町役場で、ぶら下がり取材を予定しております。（別紙２） 

＜発表記者クラブ＞ 竹芝記者クラブ 神奈川建設記者会 埼玉県政記者クラブ 

千葉県政記者会 千葉市政記者会 

＜問い合わせ先＞ 

（酒々井町への支援に関すること） 

関東地方整備局 統括防災グループ 防災対策技術分析官 宮本（みやもと） 

 電話：０４８－６００－１４２１（直通） 

（復旧工事の支援に関すること）  

関東地方整備局 河川部 河川調査官 檜森（ひもり） 

電話：０４８－６００－１３３５（直通） メールアドレス：ktr-kawakei_kikaku@gxb.mlit.go.jp 



開運団地

出典：地理院地図を加工して使用 ※航空写真は2024年撮影
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酒々井町土砂崩落による河道閉塞状況（位置図）



別紙２ 

 

事前登録について 

 

令和 8 年 10 月 5 日（月）酒々井町長への報告後 15 時頃から開始予定※のぶら

下がり取材を希望される報道機関におかれましては、以下のとおり、事前にメール

にて登録をお願いいたします。なお、災害対応中であり、時間を区切らせていただ

きます。ご協力お願いいたします。 

※ぶら下がり取材開始時刻は、状況により前後する場合がございます。 

 

事前登録受付〆切：令和 8年１０月５日（月）12時まで 

 

件名：酒々井町浸水対策調査ぶら下がり取材 

本文：①代表者氏名（ふりがな） 

   ②所属先 

   ③連絡先（電話番号、メールアドレス） 

 

送付先：関東地方整備局 河川部 河川計画課 ktr-kawakei_kikaku@gxb.mlit.go.jp 
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